
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塾報 

平成 28 年 11 月 10 日 
発行  塾長  上谷恭範 
〒111-0052 
台東区柳橋１-２６-３ 
TEL 03(3862)9218 

し
ゅ
う
め
い 

第５０号 

2016 vol.9 

Ⅴ

も
ぎ 

進
学
研
究
会
主
催 

 

秋
の
高
校
進
学
説
明
会 

参
加
レ
ポ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴
田 

 

圭 

去
る
十
月
二
十
日
、
学
習
塾
関
係
者
を
対
象
に
し
た
進
学

研
究
会
が
主
催
す
る
「
秋
の
高
校
進
学
説
明
会
」
（
池
袋
に

て
開
催
）
に
出
席
し
ま
し
た
。
都
立
・
首
都
圏
の
私
立
の
最

新
の
高
校
入
試
情
報
と
デ
ー
タ
等
を
要
約
し
て
、
皆
様
に
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。 

 

■
都
立
・
普
通
科 

 

 

近
年
、
全
体
的
な
倍
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。
『
最

上
位
校
』
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
者
が
減
少
し
、
『
上
位
中
堅

校
』
は
次
善
の
学
校
を
選
択
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
流

れ
が
見
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。
一
般
入
試
当
日
、
七
割
を
占

め
る
筆
記
試
験
の
対
策
に
、
模
試
と
入
試
過
去
問
の
演
習
は

不
可
欠
で
、
塾
の
役
割
が
増
え
ま
す
。
ま
た
追
加
情
報
と
し
て
、

30
年
度
入
試
よ
り
、
一
部
の
都
立
高
に
導
入
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

作
成
問
題
か
ら
自
校
作
成
問
題
へ
戻
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
※
両
国
・
白
鷗
な
ど
都
立
中
高
一
貫
校
を
除
く
） 

 

■
都
立
・
専
門
学
科 

商
業
・
工
業
の
倍
率
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
背
景
と

し
て
、
従
来
、
商
業
科
志
望
の
多
い
女
子
が
、
普
通
科
を
志

望
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
（
た
だ

し
、
卒
業
後
の
進
学
等
、
明
確
な
目
的
に
よ
る
普
通
科
選
択
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
）

し
か
し
一
方
で
、
一
般
入
試
の
出
願
時
、
定
員
割

れ
の
高
校
が
、
差
し
替
え
後(

志
望
校
の
出
願
先
変
更)

に
、
倍

率
が
上
昇
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
今
後
、
赤
羽
商
業
が
家
庭
科
や
福
祉
系
の
分
野
を
取 

 

修明学園ＳＮＳ一覧 【学園ＨＰ】         【幼児英才教室ＨＰ】 

http://www.syumei.co.jp/  http://www.syumei-eisaikyoushitsu.com/ 

受験･学校･イベント情報    各教室からのお知らせ 

修明塾ブログ Ameba   修明学園 Facebook 浅草橋･高砂･番町 
50th 

since1967 

り
入
れ
た
新
た
な
学
科
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。(

33
年
度
を
予
定) 

こ
の

よ
う
な
専
門
学
科
の
改
善
や
充
実
を
目
的
と
し

た
都
立
高
改
革
は
増
え
る
よ
う
で
す
。 

 

■
私
立
高
校 

29
年
度
入
試
か
ら
共
学
化 

芝
浦
工
大
（
男
子
→
共
学
）
…
豊
洲
へ
移
転
・
新
校
舎 

新
渡
戸
文
化
（
女
子
→
共
学
）
…
コ
ー
ス
改
編 

ま
た
、
都
立
併
願
優
遇
の
歩
留
ま
り
率
の
高
さ

に
よ
り
入
学
定
員
超
過
と
な
っ
た
影
響
等
で
、
関

東
第
一
・
足
立
学
園
・
日
大
桜
丘
・
中
央
学
院
大

中
央
な
ど
が
、
内
申
基
準
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
一

方
で
、
東
京
家
政
学
院
・
国
士
舘
・
東
京
女
子
学

院
・
日
本
工
大
駒
場
・
蒲
田
女
子
な
ど
が
内
申
基

準
を
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。 

 
 

 

中
三
受
験
生
は
、
各
教
室
に
て
三
者
面
談
の
実

施
期
間
中
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
な
入
試
情

報
の
提
供
や
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
、
そ
の
際
に

承
り
ま
す
。 

速
報
！ 

 
 

合
格
お
め
で
と
う 

2017

大
学
受
験 

Ａ
Ｏ
入
試 

合
格
体
験
記 

 

■
帝
京
平
成
大
学 

健
康
メ
デ
ィ
カ
ル
学
部 

理
学
療
法
学
科 

合
格 

吉
田 

優
梧
さ
ん
（
高
砂
教
室
） 

 

僕
は
高
校
受
験
の
時
に
、
修
明
塾
で
お
世
話
に
な
り
、

第
一
志
望
の
都
立
高
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三

年
が
経
ち
、
今
度
は
大
学
受
験
の
ＡＯ

入
試
の
対
策
で
再

び
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

塾
で
は
入
試
に
必
要
な
数
学
中
心
の
学
習
を
し
て
、
面

接
対
策
と
志
望
理
由
書
の
添
削
な
ど
、
先
生
に
わ
が
ま
ま

を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
効
率
の
良
い
勉
強
方
法
や
何

を
し
た
ら
受
か
る
か
も
教
え
て
も
ら
い
、
短
い
準
備
期
間

で
合
格
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

■
目
白
大
学 

社
会
学
部 

地
域
社
会
学
科 

合
格 

 

長
谷
川 

海
都
さ
ん
（
高
砂
教
室
） 

 

私
は
中
学
受
験
を
す
る
た
め
に
、
修
明
塾
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
中
高
六
年
間
を
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、

大
学
受
験
の
準
備
が
不
十
分
な
ま
ま
、
高
三
の
夏
休
み
を

迎
え
、
一
気
に
焦
り
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、

お
世
話
に
な
っ
た
塾
の
柴
田
先
生
に
連
絡
を
取
り
、
相
談

を
し
ま
し
た
。
柴
田
先
生
は
私
の
気
持
ち
を
す
ぐ
理
解
し
、

夏
休
み
中
に
や
る
べ
き
こ
と
を
詳
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
志
望
校
が
決
ま

っ
た
時
に
は
、
入
試
ま
で
約
一
か
月
で
し
た
。 

 

的
確
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
一
次
審
査
の
課
題
論
文
等

の
書
類
選
考
を
無
事
通
過
し
、
二
次
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
対
策
で
は
、
自
信
の
あ
る
資
料
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
途
中
で
辛
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
短
期
間

で
合
格
す
る
事
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
※
何
か
必
要
な
時
に
、
修
明
塾
を
思
い
出
し
て
、
ま
た
通

塾
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

「私立」＝「高額」⁉ とはならない… 

 学費負担軽減制度を受けることで、 

        進路先の選択肢が増えます！ 

 

■東京都の私立高…年間平均の授業料 約 44万円 

 【世帯年収】     【支援・軽減の割合】 

    ～910 万        なし 

910 万～760 万      27％ 

760 万～590 万          51％ 

590 万～350 万           65％ 

350 万～250 万              85％ 

250 万未満             89％ 

生活保護世帯               

※制度活用のメリットが大きいので、 

       私立高の検討もいかがでしょうか。 

全額免除 

http://www.syumei-eisaikyoushitsu.com/


読書から国語力を育てる！ 

昨年度から開講、２年目へ♪  
           読書  

の秋                
 
 
 

 
浅草橋教室                               

【日程】毎週月曜・火曜・水曜・土曜に開講           

   月４回の受講 ※定員により希望曜日に受講できない場合あり    

【時間】曜日により異なりますので、お問合せください。     

【対象】小学生                        

【定員】各時間帯とも３名まで                  

【費用】受講料 6,480 円(税込)  

教材費 1,080 円(税込)      

  
 
 

冬期講習2016  
【日程】① 12/26～29 

    ② １/ ４～７ 

【費用】受講料 6,480 円 

教材費 1,080 円 

 

■浅草橋教室 

 ① 13：30～14：30 

 ② 15：00～16：00 選択 

■番町教室 

   18：00～19：00 

 

※各時間帯の定員は３名まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週１回の受講で、受験に必須の厳選された 200 冊の良書の中から、年間 20～40 冊の本を

読破できます。読む速度を段階的に高める「速聴読プログラム」と読書の前後に取り組む「読書

ワーク」で、効果的に語彙・表現力を強化します。また、年２回実施の「読書指数診断」で、 

国語力の伸長を測定します。 

修明学園グループお薦めの私立校（五十音順） 

国府台女子学院・香蘭女学校 
文化学園大学杉並中学高校 

中村中学高校・明星学園中学高校 
 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

 

 

 1 2 3 4 5      1 

 

2 3 

6 7 8 9 10 11 12  4 5 6 7 8 9 10 

13 14 15 16 17 18 19  11 12 

 

 

13 14 15 16 17 

20 21 22 23 24 25 26  18 19 20 21 

 

 

22 23 24 

27 28 29 30    25 

 

 

 

26 27 

 

28 29 30 31 

■11 月上旬～下旬 中学生・高校生対象「２学期 期末テスト対策勉強会」 

■11 月～ 小６受験生・中３受験生…『三者面談』実施期間 

■10 月～１月 小６受験・中３受験対象『日曜特訓講座』開講 

※次号『塾報しゅうめい』第５１号(2016.Vol10)は、12月 10日発行予定 

11月 12月 2016 修明塾 

再
読
の
喜
び 

御
厨 

裕
貴 

  

こ
と
ば
の
学
校
の
指
導
を
行
い
、
１
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
が
、
指
導
を
し
て
一
番
面
白
い
事
は
、
同
じ
本
で
も

話
の
内
容
を
聞
い
て
み
る
と
生
徒
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
で
語
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
生
徒
に
よ
っ
て

本
の
中
で
注
目
す
る
と
こ
ろ
が
十
人
十
色
で
あ
る
わ
け
で

す
。
時
に
は
、
別
の
本
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の

本
に
つ
い
て
の
新
し
い
気
づ
き
を
私
に
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
私
は
、
生
徒
に
内
容
を
説
明
し
て
も
ら
う

時
に
は
、
あ
ま
り
そ
の
子
の
説
明
に
つ
い
て
否
定
し
な
い

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
自
由
に
自
分
の
感
覚
を
表
現

し
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
機
会
を
作
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
本
を
好
き
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。 

そ
し
て
、
気
に
入
っ
た
本
が
あ
っ
た
ら
、
時
間
が
経
っ

て
も
う
一
度
読
み
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
最
初

に
読
ん
だ
時
と
は
、
ま
た
違
っ
た
見
方
、
気
づ
き
を
得
て
、

さ
ら
に
そ
の
本
が
好
き
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

本
は
一
度
だ
け
読
め
ば
良
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
気
に

な
る
本
、
気
に
入
っ
た
本
は
何
度
で
も
読
ん
で
も
よ
い
の

で
す
。
そ
う
し
て
、
幾
度
読
ん
で
も
良
い
本
を
何
冊
も
作

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

読
書
の
喜
び
は
、
発
見
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
読

書
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

           

■ 

 

小
６
受
験
生
へ 

過
去
問
を
解
い
て
合
格
し
よ
う
！！ 

脇
田 

良
子 

  

十
一
月
に
入
り
、
木
々
の
葉
が
色
づ
き
自
然
界
で
は

冬
仕
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
受
験
生
は
授
業
で
志
望

校
過
去
問
演
習
が
始
ま
り
、
入
試
本
番
が
間
近
に
迫
っ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
残
さ
れ
た
時
間
が
短
く
な
る

に
つ
れ
、
受
験
生
も
保
護
者
も
不
安
が
募
る
ば
か
り
か

と
思
い
ま
す
。 

 

志
望
校
の
過
去
問
を
解
き
、
現
時
点
で
合
格
点
を
ク

リ
ア
で
き
な
く
て
も
、
必
要
以
上
に
落
ち
込
む
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
過
去
問
を
解
く
目
的
は
、

次
の
通
り
で
す
。 

① 

志
望
校
の
出
題
傾
向
を
知
る
こ
と 

…
出
題
に
は
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
学
校
も
多
く
、
あ
ら
か

じ
め
そ
の
特
徴
を
知
り
、
何
度
も
演
習
し
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
。 

② 

苦
手
分
野
・
単
元
を
知
る
こ
と 

…
合
格
点
が
取
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
点
数
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
く
と
、

「
あ
と
何
点
取
れ
ば
合
格
で
き
る
か
？
」
見
通
し
が
き
き
、
勉
強

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
然
的
に
上
が
り
ま
す
。 

③ 

時
間
配
分
に
慣
れ
る
こ
と 

…
過
去
問
演
習
を
進
め
る
う
ち
に
、
志
望
校
の
問
題
量
と
制
限

時
間
が
体
に
刻
ま
れ
、
適
切
な
時
間
配
分
が
で
き
、
自
分
の
ペ
ー

ス
が
つ
か
め
ま
す
。
そ
う
な
る
と
時
間
内
に
ど
う
や
っ
て
終
わ
ら

せ
る
か
、
調
整
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
試
験
当
日

は
持
っ
て
い
る
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
試
験
当
日
ま
で
の
過
ご
し
方

で
、
合
格
を
手
に
で
き
る
か
ど
う
か
決
ま
っ
て
き
ま

す
。
過
去
問
演
習
で
分
か
っ
た
苦
手
単
元
の
克
服
、「
復

習
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
必
ず
復
習
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
算
数
で
は
、
解
法
の
手
順
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、

三
日
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
解
き
直
し
、
定
着
し
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
他
の
教
科
も
き
ち
ん
と
ノ
ー
ト
を

作
り
、
知
識
の
確
認
等
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

受
験
生
本
人
が
日
々
ど
れ
だ
け
努
力
を
し
た
か
が

結
果
と
し
て
現
れ
ま
す
。 


